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Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
社
会
変
革

●
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
定
義

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は
「Internet of 

T
hings

」
の
略
で
、
す
な
わ
ち
、

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
（T

hings

）
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、

そ
こ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
情
報

を
活
用
し
て
新
た
な
付
加
価
値

を
創
造
す
る
こ
と
で
す
。

　

特
定
通
信
・
放
送
開
発
事
業

実
施
円
滑
化
法
で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

社
会
を
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

多
様
か
つ
多
数
の
物
が
接
続
さ

れ
、
及
び
そ
れ
ら
の
物
か
ら
送

信
さ
れ
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
物

に
送
信
さ
れ
る
大
量
の
情
報
の

円
滑
な
流
通
が
国
民
生
活
及
び

経
済
活
動
の
基
盤
と
な
る
社

会
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

サ
ー
バ
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
通
信
機
器
で
し
た
。
今
は
そ

れ
ら
に
加
え
て
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
よ
う
な
モ
バ
イ
ル
端

末
、
自
動
車
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト

の
よ
う
な
産
業
機
器
、
医
療
機

器
、
家
電
、
自
動
販
売
機
な
ど
、

文
字
通
り
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
数
は
、

図
１
に
示
す
よ
う
に
、
10
年
で

５
倍
と
い
う
速
い
ペ
ー
ス
で
増

加
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

●
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
コ
ラ
ボ

　

こ
の
背
景
に
は
、
半
導
体
技

術
の
進
歩
、
デ
ー
タ
を
取
得
す

る
各
種
の
セ
ン
サ
ー
の
小
型
化

と
低
価
格
化
で
、
様
々
な
モ
ノ

と
の
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、

通
信
コ
ス
ト
の
低
下
で
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
か
ら
送
信
さ
れ
る
大

量
の
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と

が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
技
術

も
、
従
来
か
ら
の
デ
ー
タ
マ
イ

ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
の

中
か
ら
有
意
な
知
見
を
掘
り
出

す
（
マ
イ
ニ
ン
グ
す
る
）
手
法

に
加
え
、
近
年
で
は
、
人
工
知

能
が
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
よ
り

高
い
付
加
価
値
を
引
き
出
す
こ

と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
利
用
分
野

●
自
動
運
転
に
お
掃
除

　

図
１
に
示
す
よ
う
に
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
デ
バ
イ
ス
の
利
用
分
野
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
の
伝
統
的
な
利
用
分
野
で
あ

っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
デ
バ

イ
ス
の
数
に
お
い
て
も
成
長
率

に
お
い
て
も
、
既
に
主
役
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
自
動
車
で
は
、
エ
ン

ジ
ン
や
ブ
レ
ー
キ
な
ど
様
々
な

部
品
に
セ
ン
サ
ー
が
付
け
ら

れ
、
車
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
収
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
、

研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

自
動
運
転
が
実
用
化
さ
れ
れ

ば
、
さ
ら
に
多
く
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ

バ
イ
ス
が
車
に
搭
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　センサーや通信技術などの進歩により、あらゆ

るモノをインターネットに接続する「IoT（アイ

オーティ : Internet of Things）」が、近年、急速

に発展しています。その実態と、それが台頭して

きた背景、及び様々な産業に与える影響について

概説し、今後の IoT の利活用の方向性について、

製造業と流通業の２つの視点から紹介します。

“ IoT ”とは何か？ それは、
世の中の隅々へと浸透する
情報を活用した「付加価値」

http://hiroy001.wix.com/-yahagi
mailto:info@yahagibc.com
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利
用
さ
れ
て
い
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ

バ
イ
ス
の
数
と
い
う
観
点
で

は
、「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
消
費
者
向
け
の

電
気
機
器
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
家
電
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
外
出

先
か
ら
操
作
す
る
こ
と
は
、
既

に
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
や
、
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
イ
ロ
ボ
ッ
ト
社
の
掃
除
ロ

ボ
ッ
ト
「
ル
ン
バ
９
８
０
」
は
、

搭
載
し
て
い
る
カ
メ
ラ
の
画
像

デ
ー
タ
を
位
置
情
報
や
稼
働
記

録
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

に
送
り
、
そ
こ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
分
析
を
行
っ
て
、
よ

り
効
率
的
な
運
転
方
法
を
導
き

出
し
、
そ
れ
を
送
り
返
す
こ
と

で
、
掃
除
の
効
率
を
継
続
的
に

向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
数
の
ル
ン

バ
９
８
０
の
情
報
を
一
か
所
に

　

同
様
に
、
サ
ン
ス
タ
ー
の
ス

マ
ー
ト
歯
ブ
ラ
シ
「G･U

･M
 

PLA
Y

（
ガ
ム 

プ
レ
イ
）」
は
、

３
軸
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
内
蔵

し
て
お
り
、
歯
ブ
ラ
シ
の
動
き

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

に
送
り
ま
す
。
ア
プ
リ
で
は
、

歯
の
ど
の
部
分
を
ど
の
程
度
の

力
と
時
間
で
磨
い
て
い
る
か
な

ど
の
情
報
を
表
示
し
た
り
、
理

想
の
歯
磨
き
の
動
き
と
の
差
を

表
示
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
歯
磨
き
の
デ
ー

タ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

サ
ン
ス
タ
ー
に
集
約
さ
れ
、
口

腔
の
健
康
と
全
身
の
健
康
と
の

相
関
関
係
な
ど
の
分
析
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

分
野
で
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
に
加

え
て
、
次
に
述
べ
る
製
造
業
や

流
通
業
な
ど
の
産
業
分
野
で
も

急
速
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
利
用
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ

ス
数
の
成
長
率
で
は
、
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
分
野
を
凌
駕
す
る
勢
い

で
伸
び
て
い
ま
す
。

集
約
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
掃
除
方
法
に
関
す

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
機
械

学
習
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
機
械
学
習
の

結
果
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
送
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
ル
ン
バ
９
８
０
で
最

新
の
運
転
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
消
費
者
か
ら
産
業
分
野
へ

　

さ
ら
に
、
消
費
者
（
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
）
に
、
よ
り
身
近
な
商

品
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ガ
ネ
の
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は
、
３

点
式
眼
電
位
セ
ン
サ
ー
と
６
軸

加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た

メ
ガ
ネ
「JIN

S M
EM

E

（
ジ

ン
ズ 

ミ
ー
ム
）」
を
２
０
１
５

年
に
発
売
。
こ
の
メ
ガ
ネ
は
、

使
用
者
の
眼
球
の
周
り
の
電
位

変
化
を
検
出
し
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
デ
ー
タ
を
送
っ
て
落
ち

着
き
具
合
や
疲
れ
具
合
を
ア
プ

リ
で
表
示
し
て
く
れ
ま
す
。
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（個人・企業向け通
信機器、IT機器等）

デ
バ
イ
ス
数
の
年
平
均
成
長
率（2

0
1
4

↓2
0
2
0

年
）

自動車
（インフォテイメント等）

産業
（エネルギー、建物・
産業オートメーション）

医療
（モニタ・機器、
計測器等） コンシューマ

（家電、ホーム
オートメーション等）

コンピュータ
（デスクトップ・モバイ
ルPC、サーバー等）

図1　IoT デバイスの増加

出典：総務省　平成 27 年版　情報通信白書
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産
業
革
命
が
起
き
、
人
工
知
能

が
そ
れ
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
第
四
次
産
業
革
命

の
潮
流
の
中
で
、
ド
イ
ツ
が
主

導
し
て
推
進
し
て
い
る
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
4.0
は
、
特
に
製
造
業

に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
Ｉ

ｏ
Ｔ
が
生
成
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
、
少
量
多
品
種

で
高
付
加
価
値
の
製
品
を
大
規

模
生
産
す
る
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
が
、
そ
の

目
標
で
す
。

　

一
方
、
米
国
は
、
イ
ン
ダ
ル

ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）

を
設
立
し
、
Ｇ
Ｅ
、
イ
ン
テ
ル
、

シ
ス
コ
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

な
ど
、
２
０
０
社
超
の
民
間
企

業
が
主
導
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

図
２
で
示
し
た
よ
う
に
Ｉ
Ｉ

Ｃ
の
対
象
は
製
造
業
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
運
輸
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
、

資
源
開
発
な
ど
広
範
な
産
業
に

及
び
、
異
業
種
間
の
連
携
を
重

第
四
次
産
業
革
命

●
異
業
種
間
の
連
携

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
が
様
々
な

モ
ノ
に
搭
載
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

発
生
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
収
集

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
人
工
知
能
な

ど
で
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
に
な
い
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
製
造
業
で
も
流
通

業
で
も
農
林
水
産
業
で
も
、
そ

し
て
す
べ
て
の
産
業
に
お
い
て

言
え
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
大
き
な
変
革
は
「
第
四

次
産
業
革
命
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
第
一
次
産
業
革
命
は
水

力
や
蒸
気
機
関
の
よ
る
も
の
、

第
二
次
産
業
革
命
は
電
力
に
よ

る
も
の
、
第
三
次
産
業
革
命
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
第
四
次

視
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

２
０
１
６
年
に
入
っ
て
、
イ

ン
タ
ス
ト
リ
ー
4.0
と
Ｉ
Ｉ
Ｃ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準
を
連
携

さ
せ
る
努
力
を
活
発
化
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
、
ボ
ッ
シ
ュ
は
、

自
社
工
場
で
両
方
の
規
格
を
併

用
し
た
油
圧
バ
ル
ブ
生
産
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
さ
せ
、
両
規
格
の

シ
ス
テ
ム
統
合
や
デ
ー
タ
交
換

を
容
易
に
す
る
た
め
の
仕
組
み

を
実
証
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
一
般
化

す
れ
ば
、
両
規
格
の
連
携
は
深

ま
り
、
近
い
将
来
、
世
界
標
準

と
し
て
統
合
さ
れ
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

産
業
界
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普

及
は
、
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

製
造
業
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ

●
政
府
認
定
の
事
業
所
へ

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
で
は
、

マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
実
現
す
る
た
め
、
生
産
ラ
イ

ン
を
複
数
の
工
程
（
セ
ル
）
に

分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
内

の
作
業
を
動
的
に
変
更
す
る
こ

と
可
能
に
す
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
セ
ル
生
産
方
式
」
の
導
入
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
工
程
が
短

時
間
、
低
コ
ス
ト
で
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
（
動
的
）
に
変
更
で
き
れ

ば
、
少
量
多
品
種
で
も
大
量
生

産
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か

ら
で
す
。

出典：ボッシュ社 資料を参考に作成

インダストリー4.0
次世代製造業の

バリューチェーンの詳細モデル

交　通

エネルギー

ヘルスケア

製造業

公　共

IIC

異業種間の
相互運用

図2　インダストリー4.0 と IIC
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こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化

に
も
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
生
産
設
備
に
セ
ン

サ
ー
を
取
り
付
け
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
介
し
て
常
時
そ
の
状
態

を
監
視
し
、
デ
ー
タ
を
定
常
的

に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
将
来
の
故
障
を
予
測
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
な
れ

ば
、
故
障
が
発
生
す
る
前
に
対

処
す
る
予
防
保
全
が
可
能
と
な

り
、
工
場
の
安
全
性
と
稼
働
率

の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
政
府
で
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
人
工
知
能
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
た
高
度

な
保
安
対
策
を
講
じ
て
い
る
事

業
所
を
「
ス
ー
パ
ー
認
定
事
業

所
」
と
し
て
認
定
し
、
保
安
検

査
の
軽
減
な
ど
を
認
め
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

流
通
業
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ

●
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
＋
α

　

物
流
や
小
売
な
ど
の
流
通
業

　

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
セ
ル
生

産
を
行
う
た
め
に
は
、
各
種
の

生
産
設
備
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
ぎ
、
生
産
ラ
イ
ン
全
体
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
制
御
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
工
場
内
の
す

べ
て
の
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
な
が
る
、
ま
さ
に
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
世
界
で
す
。

　

ま
た
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
生
産
設
備
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
他

社
と
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
も
可

能
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
人

工
知
能
を
搭
載
し
た
フ
ァ
ナ
ッ

ク
の
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
学
習

結
果
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有

す
る
こ
と
で
学
習
ス
ピ
ー
ド
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

自
社
で
は
１
台
し
か
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
て
い
な
く
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、

他
社
の
同
種
の
ロ
ボ
ッ
ト
Ｎ
台

と
学
習
結
果
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
学
習
速
度
は
Ｎ
＋

１
倍
に
向
上
し
ま
す
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
と
標
準
化
は

に
お
い
て
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
利
活
用

は
進
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
物
流
倉
庫
内
の
台

車
や
商
品
箱
に
電
子
タ
グ
な
ど

の
デ
バ
イ
ス
を
つ
け
、
そ
の
位

置
情
報
を
活
用
し
て
倉
庫
内
の

作
業
効
率
化
を
図
る
事
例
は
、

近
年
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
立
製
作
所
は
、
台
車
ル
ー

ト
や
商
品
の
保
管
場
所
の
情
報

に
、
発
注
内
容
、
売
上
、
作
業

効
率
な
ど
の
デ
ー
タ
を
加
え
て

人
工
知
能
で
分
析
し
、
作
業
効

率
を
最
大
化
す
る
作
業
手
順
を

指
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、
小
売
業
で
も
、
店

内
の
様
々
な
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
始
め
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
グ
ッ
デ
イ
で
は
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
搭
載
し
、
店
内
各
所
の
ビ

ー
コ
ン
と
通
信
す
る
こ
と
で
顧

客
の
動
線
を
記
録
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
の
記
録

か
ら
顧
客
の
移
動
範
囲
、
売
場

間
の
移
動
方
向
、
売
場
エ
リ
ア

ご
と
の
滞
在
時
間
を
把
握
し
、

売
場
配
置
の
最
適
化
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
の
売
上
記
録
で
あ
る
Ｐ

Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
は
、
何
が
売
れ
た

か
は
教
え
て
く
れ
ま
す
が
、
顧

客
が
何
に
興
味
を
持
っ
た
の

か
、
ど
の
よ
う
な
順
番
で
購
入

商
品
を
選
ん
だ
の
か
と
い
う
情

報
は
提
供
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
顧

客
の
動
線
情
報
を
取
得
し
、
そ

れ
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
な
ど
の
既

存
情
報
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

●
価
値
の
創
造

　

セ
ン
サ
ー
な
ど
、
情
報
を
取

得
す
る
デ
バ
イ
ス
が
小
型
、
低

価
格
化
し
、
そ
れ
ら
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
伴
っ
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
ま

す
ま
す
世
の
中
の
隅
々
へ
と
浸

透
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
技
術
も
人
工
知
能
の

進
化
で
、
よ
り
高
い
付
加
価
値

を
創
造
す
る
よ
う
に
な
る
で
し

ょ
う
。
既
に
人
工
知
能
は
、
大

規
模
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
で
な
く
て
も
動
作
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
将
来
は
、

一
つ
の
半
導
体
素
子
で
実
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
低

コ
ス
ト
で
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
技
術
革
新
の
果
実

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
に
は
、

ど
の
よ
う
な
情
報
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
価
値
を
創
造
す
る
か
と

い
う
経
営
的
な
創
造
力
が
重
要

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
の
企
業
競

争
力
の
源
泉
は
「
情
報
か
ら
価

値
を
生
む
創
造
力
に
あ
る
！
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。


